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（D
　”Eschatologische　Grundtendenz“こうした表現は，　Alfred　Kubinについ
て考察される場合，常に必ずつきまとう表現の一つである。加うるに絵画の上
で彼の作品は，Hieronymos　Bosch，　Pieter　Bruegel，　Francisco　Goya，　Edwa「d
Munch達の作品と，そして彼の唯一のRoman”Die　andere　Seite“において
は，Franz　Kafkaとの近親性が必ず指摘される。　Wilhelm　Miche1も。Das
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）Teuflische　und　Groteske　in　der　Kunst“の中でP．　Bruegel，　F．　Goya，　H．
Daumier，　E．　Munch達とA．　Kubinを，そのテーマに従ってとり上げてい
る。しかし因にP．Bruege1のGemaldeやKupferstichあるいはGoyaの
RadierungあるいはDaumierのLithographie等のどれ一つをとり上げても，
A．KubinのZeichnungとの近親性の問題になると，いわば巨視的な概観し
か許されないのではないか，といえると全く同様のことが，KubinとKafka
または”Die　andere　Seite“とKafkaの作品との関連についても，あてはま
るのではないだろうか。
　Anneliese　Hewigはその書。Phantastische　Wirklichkeit　Kubins，Die
andere　Seite‘“の中で，　Kubinの日記を引用しながらKubinとKafkaとの
関連に触れて，こう述べている。
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　Er　fand，，　Kafkas　ProzeB－－auBerordentlich　1‘‘Zum　SchloB　vermerkte
er　in　sefnen　TagebUchern　nur，　daB　er　es　gerne　gelesen　habe．　Auf　die
Frage，　ob　dieser　Roman　m6glicherweise　durch”1）ie　andere　Seite‘‘
beeinfluBt　worden　sei，　meinte　er：，，　Man”sagt　so．“Das　lastend　Angs－
ttraumhafte，　der　unerklarliche　Zwang　eines　Ubermachtigen　und　Ver－
einigung　des　Wirklichen　mit　dem　Vberwirklichen　zeichnet　beide
　　　　（2）Werke　aus．
　一つの解釈が，必ずやまた他の解釈を，といったいわば限りない連鎖の中
で，ときに思いもよらない近親性を生じさせる場合は，決してありえないこと
ではない。事実Kafkaについての解釈は，非常に多岐に分れている。しかし
eschatologischという点に関してKafkaとKubinとの間に，非常に密なる
類似性を見出すとすれば，数あるKafka解釈の中の一つでもある「フラン
　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ツ・カフカの作品に於ける希望と不条理」の中で示された結論は，当然場はず
れの響以外のなにものでもなくなる。実際に「もぐらまでもが希望に鼻をつっ
こむこの醜く無残な世界を是とする」と結んだこの著者の結論は，Kafkaの作
品に寄せる彼自身の大いなる共感であり，いわば「不毛の明知」　「一切の超自
然的な慰めの頑強な否定」を貫く場に立脚した上での，不可避の「死の修業」
　　　　　　　　　　　　　　　　（4）を生と明言する者のKafka解釈である。正確に結びあえる立場の表明であ
り，その強調であるのだが，これもまた，さまざまな規定を強いる特異性が，
Kafkaに存在するというあかしに外ならない。
　こうした作品解釈とその多彩さは，Kafka自身の独自な異邦性，疎外性にそ
　　　　　　　　　　　　　’の源を発しているのだが，こうした，いわばKafka独自のdie　fremdende
Zuwendungが，　Kubinのeschatologische　Grundtendenzと容易に重なり合
わないというよりはむしろ，明らかに異質なものとして見なければならないと
いうことを，あらかじめ指摘しておかなくてはならない。
　「深い地下に横たわっている世界一地下には坑道のようにいくっもの濠が
走っていて，そこには太陽ではなく吊りさげられた電燈の光があり，その半陰
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陽的光線のなかで，ときおり人間めいた生物が一本の坑道のかどに姿をあらわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）し，そしてふたたび次の坑道のかどに姿を没していく」といったMax　Picard
の表現は，それにもかかわらず，Kafkaの世界ということわりがなければ，こ
れはこのままKubinの暗いvisionarな世界の指摘となろう。表層の類似が，
内質の相異を認めつつも，表現されたものの部分的な類似が，ときにそれらが
非常に高い密着度をもって，あい結び離れてはまた交錯するという事実が，逆
に両者の特異性をきわだたせることに連なる場合がある。A．　Hewigはこうし
た関係を，両者の共通領域を，それぞれのもっTraumbereichにおいて見出
　　　（6）
している。
　Kafkaの作品について特記されることは，作品内部における光の乏しさであ
り，一切が常に，非常に暗い状況におかれていることである。短篇の多くがそ
うであるように，「審判」（Der　ProzeB）はその冒頭からしてうす暗さがあり，
物置とか屋根裏部屋といった光の乏しさが特色である空間が，物語の展開と密
接な関連をもち，結末部も，決して光の無い場所ではないが，あるにはある
が，暗い背景で，死と結びつくことによって，終結がもたらされている。同じ
ことは「城」（Das　SchloB）にっいてもいえよう。「Kの到着は夜もふけて，
城は霧と闇につつまれて見えなかった」とあるが，それにもかかわらず，雪に
埋れた村と街道とをっなぐ木の橋の上で「Kはさだかならぬ虚空をじっと見て
　（7）
いた」という表現において逆に，われわれは，一寸先も見えぬといった暗闇で
はなく，他の作品の背景同様，光はなくはないが，きわめて乏しいといった状
況が，常につきまとっているのを感ずるのである。ここの場合の雪は，種々の
解釈を生じているが，明暗に対しても，きわめて効果的要素をもっており，作
品「城」における昼夜のしめる割合は，なんといっても夜が昼を圧している。
背景の暗さは主題の暗さと，密接にからみあっている。
　この光の乏しさは，作品の結末すらも，いわば結末らしさにしてしまう多面
性を明らかにただよわしている。Kubinの”Die　andere　Seite“はEin
Phantastischer　Romanと副題がついている。これは作品そのものがPhantas’
tischであるのだが，彼の文体そのものもまた夢幻性をきわだたせるに重要な
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役割を果している。とりわけKafkaの「城」はそうであるの澄が，　Khfkaの
作品が，いわば対話の慎重な積み重ねの上に成り立っているのに対し，”Kubin
の。Die　andere　Seite“は，主人公をErzahlerとして，・その者の目を通して
すべてが説明乃至は物語られていく形式をとっている。私なる主人公が，死の
不安におびえながら「夢の国」の崩潰のいわば立会人になる，いったことが，
この作品の枠になっているのだが，こうした「夢の国」の崩潰の物語が，杢質
　　　　　　　　　　　（8）的にRomantikの遺産である，かどうかは別として，この作品において見られ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）る「空想がそのまま現実となる」（Hier　waren　Einbildungen　einfach　Realitaten）
といったFIUchtigkeitが当然その本質であるく夢〉，しかも映像累積ともいう
べき，夢中夢の変化の連続が織りなす一種の驚きの世界は，なんとしても暗さ
を主軸としている。無論”Die　andere　Seite“といったタイトルにおいて，す
でにそのことは予示され（いるのだが，作品に明瞭に見られる光の乏しさと，
この夢幻性とは当然深い関連をもっている。　「空想がそのまま現実になる」と
いった脱因果的な世界で転開される〈夢のような出来事〉が，日常をことUと
く規定しているというところに，この作品の暗さがあり，確かさが一切失われ
た中で，亡びの確かさだけが，丁度萎えた皮膚組織の深みに見られるMelan（）－
sarkomの放つ微光にも似た明滅を放っている。
　　　　　L
　，，Nicht　allein　seine　Bilder　sind　fast　immer　durch　den　Grundton　der
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドDammerung gebragt，　die Kunst　des Zwielichtigen　bestimmt　auch　den　1
Stil　seines　Romans．　Kubin　ist　in　der　Dammerung，　in　dem　HalbdunkeI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）des　Lebens，　des　ihn　lockt　und　beseelt　wβsenhaft　beheimatet“
　と。Phantastische　Wirklichkeit　Kubins，Die　andere　Seite‘‘‘の著者は指摘
する。こうした指摘においてわれわれは，作品の暗さの問題，Kubinの暗さの
問題，すなわち暗’さの母胎としてA．HewigのひたむきなDtimmerun9の強
調を見てとるのだが，・その延長においてまたA．Hewi9の，この作品0）構造
のいわば骨組を指摘する次のような表現をも見てとることができよう。
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　，，　Seine　Reise　ins　Traumreich　der　Anderen　Seite　darf　man　als　eine
kubinsche　Introversion　verstehen，　als　das　Versinken　in　die　eigene　Tiefe，
das　Aufsuchen　der　Innenwelt．　Was　er　dort　fand，　ist　die　Welt　der
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）Phantasie，　der　Erinnerungen　und　der　Tod．‘‘
　だがわれわれは，究極的な解釈はともかくとして，少なくともDammerungと
いう表現の本来意味するところを，きわめて自然にとらえるとすれば，　Dammer－
ungという表現には，一・一・一部の幻想派の特殊性を離れて，伝統的には，生に内
在する根本的な可変性を見てとってきたことを，容易に察知できるのである。
　すなわち，それは生長と上昇，生の根本法則としてのLebendigkeitとの関
連において，とらえられてきたものである。常に危機的なものを内包しなが
ら，緊張と期待，不安と希望の交代の連続のうちに，必ず未来に向って自らを
開示する根源として，上昇して止まない偉大さの生ずる母胎として，調和への
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）予示が生ずる源として一いわばMUtterliche　Dammerungとして，そこに永
遠に変転する生，それ故の信頼，生の無常性とその一回性に対する畏怖と讃歌
の生ずる初源的なものが，そこに見出されて来た。しかし”Die　andere　Seite　“
においては，作品の巻末に示されたKubinの言葉に，生の両極性の強調を，
Kubinのきわめて強い意識的なものを感じさせはするものの，　MUtterliche
　　　　　　　　　　　　　　　（13）Dammerungにおいて見られる上昇，発展の螺旋性のいわば反転したところと
いうよりは，ここでは最終的には死の固定化，死が最終のZie1としてとらえ
られていることが，明らかに読みとれるのである。
　，，Kllbin　hat　die　innere　Korrespondenz　von　Kalte　und　Tod　stets
empfunden‘‘
　とA・Hewi9はいう。そしてKubinの〈死〉の世界をKubinの言葉を以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）ってHewigはこう浮ぴあがらせる。”TQd＝WinterFKtilt’e＝Vereisung．“
　ここでは｝切の拡がりはなく，時が停止していても不思議はない。問題は停
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止していることが，無限に続くというこの予知のうちに，身標いがあるという
ことである。
　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）　「門の向こう側は深い闇であった」（Jenseits　des　Tores　war　es　tief　dunkel．）
作品の第2部第1章く到着〉はこうした書き出しで始まっている。第1部第1
章のく招き〉が見知らぬ客の訪れ，といった意外さで始まり第2部第1章の
。Die　Ankunft“の冒頭の場面が，すなわち上文の表現がそれに続く場合，
Kafkaの作品と類似，すなわち作品の導入部における意外性と，作中人物の非
常に印象的な到着の状況を示すKafkaの作品に積極的に，結びつけられやす
い状況が見られるのみならず，果しなく続く巨大な壁をもつ「夢の国」の門を
前にして，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）　「入ったら最後，もう二度と出られない」（Nie　mehr　komme　ich　da　heraus）
とつぶやかれる作中人物の言葉はきわめて象徴的であり，壁をはさんで，内か
ら外へと，外から内への，立場の相違はあっても，Kafkaの作品が示す永久到
着あるいは不到達性につらなる諸々の問題を彷彿させる。
　ともかく3，000平方キロの国土に65，000の住民が住んでいるというこの国は，
領主（Claus　Patera，　absoluter　Herr　des　Traumreiches・）のIdeeの実現のた
　　　　　　　　　　　　　　　　　eめにつくられた国とはいうものの，その叙述に従えばそこは，
　，，Es　gab　eine　Stadt，　D6rfer，　groBe　Landereien，　einen　FluB　und　einen
See，　aber　der　Himmel，　der　sich　dar廿ber　spallnte，　war　ewig　tfUbe，　nie
schien　die　Sonne，　nie　waren　bei　Nacht　d6r　Mond　oder　Sterne　sichtbar．
Ewig　gleichmaBig　hingen　die　Wolken　bis　tief　zur　Erde　herab．……lch
habe　tatsachlich　wahrend　di6ser　Jahre　die　Sonne　nicht　ein　einziges
　　　　　（17）Mal　gesehen．“
「夢の国」の絶対君主Claus　Pateraの使者F．　Gautschの説明では，　Patera
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は’一切の進歩的なものに対して，異状な程強い反感を抱いている。どりわけ科
学の分野における一切の進歩的なものに対して，強い嫌悪を示す。領主Patera
の国は近代文化に不満を抱く者達の絶好の隠れ家であるばかりでなく，巨大な
囲壁によって外界から区切られ，強固な堅塁によって，居住者の安全が確実に
保証され，しかも物質的な要求に対しても，十分に配慮がなされていて，持続
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）的な物質の欠乏は，この国にはありえないことになっている。加うるに，
　。Zum　Wesen　des　Traummenschen　geh6rt　es　ja　gerade，　daB　er　in
　　　　　　（19）die　Tiefe　strebt．‘‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　というように，住民はその精神面においてそれぞれ，深みに到ろうと努力し
ているという。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　，，Der　Herr　dieses　Landes　ist　weit　davon　entfernt，　eine　Utopie，　eine
　　　　　　　　　　　　　　　　（20）Art　Zukunftsstaat　schaffen　zu　wollen．“
　という指摘のあるものの，それにもかかわらず，「夢の国」の特質の強調は，
すなわち物の欠乏のなさ，生命の安全，精神性の強調そして，そうしたすべて
　　　　　　　　　　　　　　　　覧
の望ましい諸条件を問題なく融和した共同体の存在と，その存続の強調は，
〈夢〉の一面の強調に外ならない。主人公の出発は，日常性からの脱出と見な
せるし，慣れからの離脱によってえられる，収穫の豊かさに対する夢のような
主人公の期待は，r従って大きなものとみなしてさ七つかえないわげである。
　・この場合将来への展望，期待をく夢〉と豊きかえるととは可能であるし，使
者の話しの内容において解釈される「夢の国」の〈夢〉は理想と木可分あ関係
として，とらえられうる。
　つまり暗から明への明らかな希求なのであるが，定かでないのがまた夢の本
質でもある。従って主人公の夢のような期待のこの夢のようなは，歓喜を表わ
すと同時に，一転すれば，・はかなし，に転化する内容を常にもっている。しか
　　　　　　　　　　　　　　　・・．一　102一
も，定かでないのが夢の特性であってみれば，はかなし，はまた，おそろし，
に転じうる。しかもその転化に，ある種の必然性を見出すことのできないこと
にまた，二重ともいえるおそろしさを見出せるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21），，Segen　blieb　gleichbedeutend　mit　Sorgen．“
　とKubinはいう。こうしたKubinの言葉は，彼のいわゆる体質的なもの
と，きわめて関連ある言葉であるのだが，この作品中にこうした表現を使用す
る背景には，当然こうした基盤があってのことであり，こうした場での生活者
の状態が”Man　lebte　hier　in　eindr　bewegten　Gegenwart，　nicht・in　der　unsich－
　　　　　（22）eren　Zukunft．“と記述されているのも，当然であろう。　SegenがSorgen　と
同義語にあっかわれ，その逆の流れが決して生じない，つまりSorgenから
Segenへの展開がありえない場所においてはすべてがやはり，灰色と褐色が基
　　　　　　　　　　　　　　　　（23）本（Grauen　und　Braun　herrschen　vor．）であっても不思議はない。前文に見
られるように，空は曇り，雲は厚く地上にまでたれこめ，太陽は永遠に輝きを
見せず，また月や星のかナかな光すら見られなかったとしても，その異様さは
ともかく，基本的には，そうあるべぎ必然性が見受けられよ・う。
　物語の出発から，ということは，使者の〈訪問〉を含めてく到着〉に到る流
れを，第2章の中で重複しながら第3章のく日常〉（Der　Alltag）に到れば，
これらは明白なことになってくる。・
　すべての出来事が；夢のような状態において，生じては消え，消えては生じ
るといった状況が，日常であるということが，第3章く日常〉で強調されてい
るからだ。すなわち，
　”Der　Wechsel　von’　GIUck’　und・UnglUck，　Arniut　und　Reichtum　war
ein　v｛el　rascher6r　als　in　der廿brigen　Welt．　Fortwahrend　UberstUrzten’
　　　　　　　　　（24）sich’die　Geschehnisse‘‘　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　’、
　　　　　　　　　　　　　　　　　9
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　われわれは上文のFortwahrend　UberstUrzten　sich　die　Geschehnisseの文中
に見られるsich　Uberstttrzenに少なからぬ注目を示してしかるべきであろう。
何故ならこの言葉は，この作品の内容のまとめに，いわば一つの示唆を与えて
くれるからだ。
　この作品の第2章第1節＜Die　Ankunft＞以後，第3部《Der　Untergang
des　Traumreichs＞に到るまで，ということは，作品を通してということでも
あるのだが，寸刻の休みもなくさまざまな出来事が起っては，それがまた他の
出来事とかかわりをもつ，といった事件の連続であるのだが，そうした連続
が，いわば海上の静かな大きな，そしてゆるやかなうねりを思わせるような
HebungとSenkungをもつのとは異って，出来事は常におしあいへしあい
（ttberstttrzen）の連続であり，そうした出来事の顛倒（UberstUrzen）は徹底
して性急（Uberst廿rzen）な形を示しながら，結末として没落（StUrzen）して
いく。
　たしかに夢といえば夢のようであり，そしてその夢といえば，FIUchligkeit
はまた夢の特性の一つでもある。しかしこうした変りやすさや，周章のよって
出てくる根源には，それはこの作家特有のものがあるのであるが，ともかく不
安，恐怖そして究極には死の問題が介在していることは，当然と見なければな
らないであろっ。
　死の生へのかかわり方という点において，生の新たな展開をもたらす上にお
いて，死が不可欠となるような生が，最早望むことが不可能となってしまった
処での，いわば”tibersturzen“という上記の語によって示される生の方向
は，どうみてもKubinのいう凍結ないしほ凍結された世界への道（Vereisung
oder　zur　vereisten　Welt）を避けられるものではないであろう。豊かな広がり
を生じさせる不可避的な存在として死を身近に感ずることによって，より大き、
な広がりを感知させるという根源性を，最早もつことは不可能であろう。ここ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）での死は，A．　Hewigの指摘する如く，　Traumlandとはdas　ReiCh　zum　Tode
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）でありそこでの死は，”Der　Tod　ist　das　endliche　Ziel　der　mUhseligen　Fahrt‘‘
としてとらえられている。従がって，ここでは浄化力あるいは治癒力が問題に
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なるということはない。ここでの一切は，全一性の問題とは無縁の展開があ
り，個の発展，上昇，深化，つまり質的展開に対して量が，すなわち群集が大
きな役割を示してくる。作中のMassenepidemieやMassenselbstmord，　Massen－
　　　　　　　（27）mordがそれである。
　だがしかし，われわれはこの書のタイトルがあくまで”Die　andere　Seite“
であることを，常に考慮にいれておかねばならないであろう。
（3）
　Kubinの，生をあやうくするものに対して抱く怖れは，彼の生い立ちに，非
常に深い関連があるということは，また多く指摘されるところでもある。連続
して起る彼の近親者達の死，やがてMUnchenで遭遇する，彼の許婚者の，文
字通り恐ろしい程の急激な死そして周囲の環境もまた，彼の生得の気質を更
に決定的にしていく多くの要因をもっていた。しかし，
　”Im　Grunde　kann　kein　Mensch廿ber　sein　Temperament　hinweg，　es
wird　immer　seine　L色benstiuBer，ungen　bestimmen．　Bei　dem　meinigen，
einem　ausgesprochen　melancholischen，1agen　Lust　und　Unlust　ganz
nahe　beieinander．一・・Aus　dieser　eigent廿mlichen　nerv6sen　Anlage，　einem
Erbteil　meiner　Mutter，　sch6pfte　ich　die　gr6Bte　Lust，　aber　auch　die
　　　　　（28）bitterste　QuaL‘‘
　とKubinがいうように，この生得の，すなわち母ゆずりの独特の神経過敏
に根本はあるのであって，環境や，生い立ちにともなって生じた種々の出来事
は，こうした本有のものにいわば明確な姿をとらせていったと見なせよう。そ
の延長上において新しい芸術運動との接触も生じたのであり，逆の流れがあっ
たのではあるまい。
　従って画家として彼が強い影響をうけたのは，バルビゾン派の巨匠達の画で
はなかったこと，それ程，ブリューゲル体験が彼にとって強烈であったという
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ことは，彼がひきつけられている世界の深さと広さとその強烈さを，ブリュー
ゲルの芸術に見てとったからであり．その体験の中にまた，きわめて強いブリ
ュー Qルとの近親性を見出していくのであるが，こうした近親性を見出すこと
の中には，自ずとまた自らの内面との出会も生じている。従って彼が，フラン
ス印象派の画家達に，，強い興味は示したものの，根本的には結びつかなかった
としてもそれは当然のことであり，それは，外界とか内界とかいった区別をと
りはらった，いわばく自然〉に対する画家の姿勢そのものに，根本的な相違が
あったからである。
　ブリューゲルの絵がその絵を見る者に決って与える衝撃には，常に戦陳がつ
いてまわる。部分　『いわば一種の側面の強調に過ぎないものですら，えがか
れた部分が，ただ単に部分でありえなくなっていることが，直戴的に見る者の
驚きを引き出すことにつらなつていることの明快さに，大変な驚きの深さがあ
る。ただ単に主題の怪奇性からのみ生じてくる衝撃ではない。
　例えばブリューゲルのえがいた農民の表情に見られる多様さ，そこには，た
だ単に農夫の顔だけでありながら，表現されているものが，ただ単に顔だけで
はないという単純さの中にある多様性が，見る側に深い驚きと緊張を必ず生じ
させる。
　従って彼の「暗い日」に，果てしなく美しいものを見ることもできるし『盲
人』において先達のH．ボッシュをしのぐ明澄さや広がりを見てとることもで
きるし『冬景色」にはまた，冬以外のなにものでもない，冬そのものを見てと
ることも当然できるわけである。彼の絵が牧歌的であるという指摘は明解な指
摘であると同じ様に，彼の絵は詩的ともいえるし，幻想的一知的，グロテス
　　　　’クー現実的とも指摘されうる。しかしそのように指摘をしながらも，そうし
た二面性では常にとら・えきれないものがく彼の絵は新鮮だ〉という表現の中
に，明らかに何時も存在している6とりわけく彼の絵は人を不安にさせる〉と
いう面においてKubinは，強く父ブリューゲルとのっながりを意識していた。
彼がPhantasieという言葉を使う場合，従ってその根源には，こうした地帯と
の結びつきを常に示してい’る。　　　　　－t　　、　　　，
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　手法や表現上の問題において多くの感銘をうけながらも，同時代のフランス
の画家達と，感動的な結びつきをもたなかったのも，こうした夢幻的なものと
の関連であり，レンブラントの崇高性，イタリアの芸術作品のまとまり，ギリ
シヤにおけるギリシヤ精神の崇高なる具体的な表示に感動しながらも，ブリュ
ーゲルに結びついていったということは，やはり生得のもののしからしむる1と
ころであり，彼のいう夢幻性との，のっぴきならない関連においてである。’．
　日常一般につかわれているdie　andere　Sejteという表現の，言葉と実体，
抽出とその表示が彼Kubinの絵画のライトモティーフとなっている6水彩も
油彩もやがては避け，素描という特殊の中でこれを行っていったのも，Zeichn－
ungが，彼の言葉をもってすれば，彼の内面を具体化する方法として〈最良〉
であったということもうなずけるし，また彼がえがく世界が暗黒の世界に限ら
れているのもうなずけよう。こうした面から見れば彼の作品と作品形成におい
て指摘されるDammerungの問題は，究極においてDunkelheitを母胎とし
ており，二重の意味で“Es　nachtet”という言葉の繰り返しが行われるとこ
ろでもある。
　”Dle　andere　Seite“において，，，　Bei　Tage，　die　Stadt　war　gew6hnlich
　　　　　（29）tOt，　leer　trage．‘‘
　とKubinはいう。「夢の国」の都Perleの日中が空虚で活気がないのに反
し，夜のPerleを彼はこう記している。とりわけdie　Gassen　Perlesを。
　，，Nachts　durch　die　Gassen　Perles　zu　Wandern　war　eine　Qual．　Hier
taten　sich　schauerliche　AbgrUnde　fUr　gescharfte　Sinne　auf．　Aus　dell
vergitterten　Fenstern　nud　Keller16chern　klagte　und　st6hnte　es　jn　allen
　　　（30）Tonarten．‘‘
地底の声は，死者の国からのもので，聞かれうるものには，ごく自然に，い
　　　　　　　　　　　　　　一　107　－r
わば秩序の一部として聞えるといったものではない，無数に分裂してしまった
自己，千変万化した自己の再帰への帰路喪失に関連して生ずるものといえるも
のであろう。Kubinの「空想がそのまま現実となる」ことの強調は，常ならざ
る日常の，すなわち無常の強調ではない。常なるものがないということが，常
にあるでもなく，常なるものがないということが，常にないということでもな
い。ここでの物事の展開とその関連は，極端なまでの混乱と分裂に等しく，従
って物事すべてが，いちじるしくグロテスクな様相を，自ずとおびてくるのも
また必然であろう。A．　Hewigもこの点を次のように述べている。
　。VerflUchtigt　sich　hier　das　Wirkliche，　um　das　Vberwirkliche　ejner
h6heren　Welt，　um　das　Wunderbare　erschejnen　zu　lassen，　so　auBert　sich
　　　　　　　　　　　　　　　　（31）bei　Kubin　vorzugsweise　das　Groteske．‘‘
（4）
　”Als　Gregor　Samsa　eines　Morgens　aus　unruhigen　Traumen　erwachte，
fand　er　sich　in　seinem　Bett　zu　einem　ungeheueren　Ungeziefer　verw－
andelt．……，　Was　ist　mit　mir　geschehen　？‘dachte　er．　Es　war　kein
　　（32）
Traum．‘‘
　これはKafkaの「変身』（Die　Verwandlung）の冒頭の一節である。
　突然に異変がおこる。そしてその異変が，異様であると同時に突然であると
いうこと，これはやはり驚きである。この驚きは更に「何か気がかりな夢から
目をさましたとき」　「毒虫に変っていた」のく夢からさめて〉という表現の意
識において，更に深い驚きの状態に陥としいれられる。そして吏に。Was　ist
mit　mir　geschehen？dachte　er．　Es　war　kein　Traum．“の，「これは夢ではな
いんだ」というSamsaの言葉によって，読む側は，夢と現実の転倒を強いら
れ，それを通して日常が一層鮮明に浮かび上ってくるというKafkaの明晰な
手続に驚かされる。そこに浮かび上った現実一Kafkaによってとらえ直され
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た現実は，そこから放たれる照射によって，あてられる側の対象世界における
生のさまざまなからくりを，極端な不一致な形で浮かび上がらせる。その強烈
さに，読む側は，最初の頃につきまとった一種の距離感を失ってひき込まれ
る。奇妙だが奇妙でない，おかしいがおかしくないといった状況が生ずる。避
けて通れない共通地帯が，あらわになるからである。作品はかれをとりまく周
囲の人との対入関係に関連して一切が集約されている。このことは他の作品も
同じでいわば同一の音色によって貫かれている。
　ザムザは虫に変った。巨大な毒虫に。それもある朝突然に。しかし彼が虫に
変ったという以外は，日常はすべてそのままである。いやそのままでなくては
ならないだろう。彼のからだだけはグロテスクな虫に変わりはしたが，彼の
く頭〉は変っていない。今までの意識と，時間の太い流れに対流を生じさせる
ことによって，その異質性を示し，その異質性を引き金にして，本質を拡大浮
上させる。
　ザムザはぴくぴく動いている，たくさんの自分の細い足を見ながらまた鎧の
ようにかたい背中や，ふくれた褐色の幾本も筋のある自分の腹を見た上で，自
分の仕事のことを考える。自らの変身に驚くよりも出勤出来ないことにザムザ
はあせる。
　あせりという，きわめてKafkaの作品にあって個有ともいうべき現象を前
面に出し，滑稽と恐怖を密着させながら，ということは，Kafka独特の不可能
性の問題をあらわにさせながら，主題をきわだたせていく。
K・fk・は，ザムザの牒を，ただ単｝、，。S。m、a　w。，　R。i、en盤と書いて
いる。外交販売員であるのだが，このReisenderという言葉の他の，というこ
とは本来の意味が，結局のところ深く広くこの作品を貫いていく。すなわち異
邦性である。遅滞とあせり，不安，希求，慌ただしさ，むなしさ等はここから
生じ，それぞれがからみあって，主題の異邦性をまた明確にきわだたせていく。
1（afkaの作品はこの異邦性によって貫かれている。「城」はこの主題の集中的
な深化である。
　到着の状況から始まる「夢の国」の領主Pateraと会わんがために，　Kubinの
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主人公が示す努力のむなしさ，町の役所が請願者に示す拒絶の様式は，Kafka
　　　　　　　　　　　　　　　’
の作品に極似の形を示す。異様さにおいてもまた。，
　しかし”Die　andere　Seite“において見られる群集の中での個の不安，地下
道で盲目の白馬に追われたとき，及び夜，フランス人街で群集に理由なく追わ
れたときの主人公の示す戦陳は，Kafkaの作品では，まったく静まり返ったと
幽ころから浮かび上ってくる。こうした静けさを，”Die　andere　Seite“には求
めずらい。基本的には，逆にGeschreiあるいはGerausch・4g｛ruh「等を
Kafkaの作品に見出すことは，至難である。それは，それを示す作業と根本が
　　　　f基本的に異っているからなのである。
　”Die　andere　Seite“は究極的には，3年間に及ぶTraumreichからの脱出
の苦しみの記録である。Kafkaの作品において指向されるところは例えば「城』
において明白であるように，脱出ではない。そして”Jager　Gracchus“や
”Ejn　HungerkUnstler“に明らかなように，存在とがかわることの究極は，
あるいは存在の更新は，Kafkaにあってはく死〉において示される。　Kafkaは
明らかに異状からの脱出をこころみない。これは出口のなさにつながるのだ
が，出口がないということで，終止符を打つことは出来ない。
　豊かな創作活動は一”Unversiegbarer，　spielerischer　Sch6pfungstrieb　fi9・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）uriert　sich　zu　eineln　wahrhaft　grotesken　Capr三ccio．“一本当にグPテスク
な幻想曲を形成する。とA，Hewigはいう。しかし，豊かな創作活動は，必
ずしもグロテスクな幻想曲を形成するとは限らない。グロテスクな幻想曲はし
かし，必ず豊かな創造力を必要とする。こうした意味において，上文のwah「－
haft　grotesken　Capriccioのwahrhaft（本当に）は，大変振幅のあるもので
あろう。丁度グロテスクが，決して一面的な幅のないものではなく，快，不
快，怪奇，滑稽，恐怖，畏怖といった幅のある内容に常にうらづけられている
ように。Kubinの絵や教文に見られる幻想性をKafkaに求めることはできな
いし，またKafkaのRealismusをKubinに求めることもまたできない。
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